
 

地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R4 年度用）         令和５年２月１４日 

地区名 新津中央地区 

今

年

度

の

取

り

組

み 

・地域福祉懇談会（8/5、2/14） ・コミ協健康福祉部今年度打合せ（5/23、6/24、9/26） 

・三善道居場所立ち上げ打合せ、ワークショップ実施（5/25、6/16、7/7、7/25、8/18、9/5、9/22） 

子どもの居場所：夏休み６回開催、高齢者：10/1～週一開催 

・コミ協：ラジオ体操（平日毎日実施）、ラジオ体操 3 周年記念事業（12/15） 

・ゴミ出し支援事業反省会、情報交換会：秋葉 2 丁目、秋葉 3 丁目（町内独自事業） 

・コミ協、福祉事業所（ツクイ）情報交換会（7/7） ・緊急情報キットとりまとめ、検討 

・本町 2-1 町内会、企業（明治安田生命）合同清掃活動（7/3）、・自学ひろば 21 回（予定） 

 

 

課 

 

 

題 

・ラジオ体操は参加する人が固定化してきた。周知方法について検討できると良い。 

・田家 2 丁目町内会内には５つの団体があるが活動が衰退している。横のつながりがない。 

・新津本町 3 丁目は３つの町内が一つになったけどみんなで集まる場所がない。 

・コロナの関係で、行事に子どもたちの参加が少ない。子どもたちは外に出たいと思っている。 

・どんな場所でも参加するには何かしらのつながりがないと参加しづらい。仲間になれるような

しくみづくりが必要。 

・市のごみ出し支援事業はお手伝いする人から報告書が面倒と言われている。 

・中学生の地域活動を学校が指導することは難しい。教育コーディネーターがつなぐ必要がある。 

 

 

評 

 

 

価 

・三善道でつながりづくりの場として高齢者の居場所を立ち上げることができた。この中で子ど

もたちとの交流を考えることで PTA ともつながることができた。参加者や地域の声を聞くこと

が大切であることから広報誌の定期発行やユーチューブ配信など PR に力を入れている。 

・ラジオ体操は休まないで継続して取り組むことができた。 

・田家２丁目では、自治会と民生委員で情報交換を行い、課題があれば個別に対応している。 

・秋葉３丁目では、ゴミ出しや除雪支援を実施している。若い人からも協力をして頂いて、利用者

からは感謝されている。やってよかったと思う。善道町でも通学路やヘルパー訪問宅を除雪し

ている。（除雪機を取り入れたことで格段に速く作業ができるようになった。） 

・自学ひろばは地域の協力で実施できている。他でも顔を合わせるので絆が深まっている。 

 

 

活

動

の

様

子 

 

 

 

 

 

 

次

年

度

へ

向

け

て 

・三善道はつながりの場として継続していく。若い人や新しい人にも役割がもてるようにする。 

 年齢に関係なく覗いてみてもらい参加に結び付くようにしたい。 

・ラジオ体操は周知について検討したい。 ・自学ひろばの継続  ・祭りが開催できると良い 

・ゴミ出しや除雪支援について継続して取り組みたい。 

・除雪活動（通学路等）は学校へ伝えていくことが大切（子どもたちの声を入れたユーチューブ 

配信や、1 日・15 日の広報時に QR コードをつけて配信するなど工夫をする） 

・中学生が地域活動に参加できるように教育コーディネーターがつなぎたい。 

［参加者］新津中央コミ協：中村会長、小林副会長、小野沢副会長、辻川会計、三澤健康福祉部長(支え

合いのしくみづくり構成員)、地域教育コーディネーター：山口コーディネーター(一小)、菅井コーディ

ネーター(一中)、秋葉 3 丁目町内会：安達会長、秋葉区社協：横山、加藤 
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